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２０１１年度決算がどのようになったか、また、２０１２年度上半期に、どのくらい予算が執行されているかなど、市の財政状況をお知らせします。
問財政課辺辺７２４・２１４９返０５０・３０８５・５３０３

２０１１年度の決算状２０１１年度の決算状況況
※金額等は、表示単位未満を四捨五入しています。また、四捨五入による端数調整を行っているため、合計値等と合致しない場合があります※金額等は、表示単位未満を四捨五入しています。また、四捨五入による端数調整を行っているため、合計値等と合致しない場合があります。。
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経常収支比率の推移経常収支比率
　家計に例える
と、毎月の給与
収入に対する食
費や光熱水費、
ローンの返済な
ど、毎月必ず支
出が必要な経費
の割合にあた
り、財政の余裕
度を示す指標で
す。

健全化判断比率

※「－％」は、赤字や将来財政を圧迫する将来負担がないことを表しています。
※実質公債費比率は、値が低いほど公債費（地方債の元利償還金）に対して財政的な余力があることを表しています。
※「早期健全化基準」は財政破たんの「イエローカード」、「財政再生基準」は「レッドカード」にあたる数値です。

資金不足比率

※「－％」は、資金不足がないことを表しています。
※「経営健全化基準」は経営破たんの「イエローカード」にあたる数値です。

　一般会計だけでなく特別会計を含めた赤字額、
公社・第三セクター等を含めた借金返済の単年度
負担や将来負担の大きさを数値化したものです。

　市が経営する公営企業の資金不足の大きさを数
値化したものです。

財政再生基準早期健全化基準2010年度2011年度
20.00％11.25％－％－％実質赤字比率
30.00％16.25％－％－％連結実質赤字比率
35.0％25.0％－0.1％－1.3％実質公債費比率

350.0％－％－％将来負担比率

経営健全化基準2010年度2011年度

20％
－％－％病院事業会計
－％－％下水道事業会計
－％－％忠生土地区画整理事業会計

主な財政指主な財政指標標

〈２０１０年度との比較〉
　歳入は、繰越金が１１億円、市税収入が２億円減った一方で、国庫支出金、繰入金がそれぞれ２５億円、新庁舎
の建設に伴い市債が６６億円増え、全体では前年度より１２８億円増えました。
　歳出は、道路・公園等整備のための支出が１２億円減った一方で、新庁舎の建設など市政運営のための支出が
８０億円、小山中学校の新設など教育のための支出が３０億円増え、全体では前年度より１２３億円増えました。
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差引収支
40億円

一般会計
歳入
1494億円

一般会計
歳出
1454億円

歳入 歳出

0
100
200
300
400
500
1100
1200
1300
1400
1500

131131
8787

14941494

117117

433433

229229

8686110110141141

227227

418418

14541454

一般会計 国民健康保険 介護保険 下水道 その他
※2

病院
※1

※1　病院歳出決算額には現金支出を伴わない減価償却費等が含まれています。
※2　その他…後期高齢者医療、受託水道、忠生土地区画整理

一般会計・特別会計の歳入歳出決算額
億円

歳入歳出決算状歳入歳出決算状況況

主要な事業と決算主要な事業と決算額額
重要な取り組み  
○町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」の策定 ３９０４万円
○２０１１年４月から保健所業務を開始 １億８８３４万円

○町田市文化施設和光大学ポプリホール鶴川の建設 ７億１８４２万円
　（２０１２年１０月全館オープン）
○生涯学習センターの設置 １５４８万円
○スポーツ祭東京２０１３の開催準備 ７８７４万円
○スポーツ施設の改修・整備 ６億５４９４万円
　（小野路球場、市立陸上競技場の整備）

夢のあるまちづくり   

○新庁舎の建設（２０１２年７月開庁） １１５億２７２７万円
○連節バスの導入（町田バスセンター～山崎団地センター） １億１７４３万円
○渋滞解消のための交差点改良や駅前広場の整備 ９億８３０万円

活力あふれるまちづくり   

○予防接種費用の助成 ３億９６２９万円
○２０１２年４月に小中一貫校ゆくのき学園開校 ３億４３７０万円
○２０１２年４月に小山中学校開校 ２２億４９５４万円
○中学校１５校に空調機を設置、小・中学校４校のトイレを改修 ７億２５６５万円
○子ども手当の支給 ８４億８４８４万円
○２０年間期間限定認可保育所４園の整備費等を支援 ２億１１７５万円
○特別養護老人ホーム２施設（１８０床分）の整備費等を支援 ２億３６４０万円

安心して暮らせるまちづくり   

○トマト栽培のためのハウス設置を支援 ５２５０万円
○薬師池西公園・三輪緑地などの用地整備 ６億８７２万円

環境に配慮したまちづくり   

市が２０１１年度に行った主要な事業をご紹介します

町田市の財政状況を表す数値を見てみましょう

町田市への寄附の使いみちについて
　２０１１年度に市へお寄せいただいた寄附金の総額は、１０１２万２１５５円でした。この寄附金は、福祉や緑地
保全などに活用させていただきました。町田市を応援して下さる温かいお気持ちに感謝いたします。あ
りがとうございました。
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　市では１年間にどのくらいの収入があり、何にいくら使ったかという「こづかい帳方式」で経理を行っています。この方式は、
現在どれだけの資産や借金があるのか、行政サービスを提供するのにどのくらいのコストがかかっているのか分かりにくいのが難
点です。そこで、「民間企業方式」の決算報告書を、一般会計とすべての特別会計、町田市が加入している一部事務組合や関連する
団体分を合算した「連結財務諸表」として作成しました。

町田市の決算を民間企業方式で見ると、どうなっているでしょうか

※行政コスト計算書の費用には、現金支出を
伴わない減価償却費等が含まれています。

※金額等は、表示単位未満を四捨五入しています。また、四捨五入による端数調整を行っているため、合計値等と合致しない場合があります。

公営企業会計（町田市民病院）の状況
　町田市民病院の予算の執行状況、利用状況と料金収益は下表のとおりです。

（２０１２年３月３１日時点）
【負債の部】【資産の部】
Ⅰ流動負債 １２５億円Ⅰ流動資産 ２７０億円
Ⅱ固定負債 １５０１億円　うち現金預金 １１３億円
　うち市債・長期借入金 １２９４億円Ⅱ固定資産 １兆６２４３億円
　うち退職手当引当金 ２０２億円　１.事業用資産 ４３５２億円
Ⅲ繰延収益 １４６０億円　２.インフラ資産 １兆１６４６億円

　３.重要物品 ４９億円
負債の部合計 ３０８６億円　４.建設仮勘定 ３５億円
【純資産の部】　５.投資その他の資産 １３４億円
　純資産 １兆３４３０億円　　うち基金積立金 １２９億円

　６.その他固定資産 ２７億円
純資産の部合計 １兆３４３０億円Ⅲ繰延勘定 ３億円
負債・純資産の部合計 １兆６５１６億円資産の部合計 １兆６５１６億円

（２０１１年４月１日～２０１２年３月３１日）
【通常収支の部】
Ⅰ行政収支の部
　１.行政収入（市税など） ２２８０億円
　２.行政費用（扶助費、物件費など） ２２９９億円
行政収支差額 △１９億円
Ⅱ金融収支の部
　１.金融収入（受取利息、配当金） ０億円
　２.金融費用〔公債費（利子）〕 ２７億円
金融収支差額 △２７億円

通常収支差額 △４６億円
【特別収支の部】
　１.特別収入（固定資産売却益など） ４億円
　２.特別費用（不納欠損額など） １２億円

特別収支差額 △８億円
当期収支差額 △５４億円

（２０１１年４月１日～２０１２年３月３１日）
Ⅰ行政サービス活動
　収入（市税など） ２２５９億円
　支出（扶助費、人件費など） ２１６６億円
行政サービス活動収支差額 ９３億円
Ⅱ社会資本整備等投資活動
　収入（国庫・都支出金など） １９７億円
　支出（投資的経費など） ３４３億円
社会資本整備等投資活動収支差額 △１４６億円
Ⅲ財務活動
　収入（市債） １７２億円
　支出〔公債費（元金）〕 １０３億円
財務活動収支差額 ６９億円
収支差額合計 １６億円
前年度からの繰越金 ９７億円
形式収支 １１３億円

（２０１１年４月１日～２０１２年３月３１日）
前期末残高（２０１１年３月３１日時点） ５９５１億円
当期変動額 ７４７９億円
固定資産等の増減 ７５５８億円
その他内部取引による増減 △２５億円
当期収支差額 △５４億円
その他の増減 −億円

当期末残高（２０１２年３月３１日時点） １兆３４３０億円

一般会計・特別会計予算の執行状況
収入率
（b/a)収入済額(b)

予算現額(a)会　　　　計
執行率
（c/a）支出済額(c)

５０.４％６９４億１９６７万円
１３７８億２２４２万円一 般 会 計

３８.７％５３２億７１５８万円

４４.１％１８９億２０７３万円
４２８億６３４４万円国民健康保険事業会計

特　

別　

会　

計

４１.８％１７９億２６２４万円

４２.２％５１億２１７５万円
１２１億２６５９万円下 水 道 事 業 会 計

３０.８％３７億４０３４万円

７１.９％９４４５万円
１億３１３０万円忠生土地区画整理事業会計

６０.９％７９９９万円

４４.２％１０９億３３８０万円
２４７億３６０４万円介 護 保 険 事 業 会 計

４１.２％１０１億７９００万円

４２.７％３２億１２２８万円
７５億１６００万円後期高齢者医療事業会計

３２.９％２４億７５８１万円

４３.８％３８２億８３０１万円
８７３億７３３８万円小　　　　　　　計

３９.４％３４４億１３９万円

４７.８％１０７７億２６９万円
２２５１億９５７９万円合　　　　計

３８.９％８７６億７２９６万円

（消費税込み）

収入率収入済額
予算現額区　　　分

執行率支出済額

４６.９%６０億８３８万円１２８億９３３万円収入収益的
収支 ４５.１%６２億３９３万円１３７億４８０７万円支出

１００.０%２億２５８６万円２億２５８７万円収入資本的
収支 ４６.６%５億６０３６万円１２億１６１万円支出

（消費税抜き）

料金収益患者数

３５億２５０９万円６３,９０９人入院

１５億９３７９万円１６２,６０３人外来

連結財務諸連結財務諸表表

市区町村で市区町村で

全国初！全国初！

人件費
物件費
減価償却費
金利

2012年 4 月から、企業会計の考え方を取り入れた「新公会計制度」を導入しました2012年 4 月から、企業会計の考え方を取り入れた「新公会計制度」を導入しました
　市では、市民の皆さんへの更なる財務情報の開示を進めるとともに、現行の官庁会計に不足している資産や負債、事業コストの情報
を整備し、財務マネジメント改革を行うため、「新公会計制度」を導入しました。この制度は、日々の会計処理に複式簿記・発生主義
という企業会計の考え方を取り入れたものです。全国の基礎自治体（市区町村）では町田市が初めて導入しました。

○町田市の資産は
　いくらあるの？

○将来負担すべき
　負債はどのくらい
　あるの？

○施設を運営するコストや、
　今後維持するためには、
　どのくらいお金がかかるの？

町田市貸借対照表

資産
現金
土地
建物

負債

純資産

◯◯市民センター
行政コスト計算書

行政費用

官庁会計では、市民の皆さんの疑問に答えられません官庁会計では、市民の皆さんの疑問に答えられません こうした疑問も財務諸表では一目で分かりますこうした疑問も財務諸表では一目で分かります

資産・負債の状況が
一目で分かります

これまで見えなかった
コストが明らかになります

○○○○

※純資産変動計算書の固定資産等の増７５５８億
円は、「開始貸借対照表」の整備に伴い、新
たに道路の受贈財産等の評価を行ったことに
よるものです。

行政コスト計算書
１年間の行政サービスに要した費用と
その財源としての収入はどのくらいか

純資産変動計算書
貸借対照表上の純資産が１年間にどの
ような要因で増減したか

キャッシュ・フロー計算書
市のどのような活動で資金（現金）が
使われ、増減したか

貸借対照表
住民サービスを提供するためにどれだけの財産を持ち、
その資産形成はどのような資金で賄ったか

市債の状況
　市債とは、主に、都市計画道路・公園・下水道・学校
など、公共施設整備の資金として市が借り入れたお金で
す。市債の元金及び利子を、施設の耐用年数の範囲内で
償還していくことにより、整備をしたときの市民と将来
利用する市民の世代間で負担の公平を図っています。

（参考）元金現在
高に対する利子
の支払見込額

元金現在高会    計

６５億６１３６万円６５８億２３６８万円一 般 会 計

１２４億３７６８万円５１５億７２７９万円下水道事業会計

３５億７８１６万円１５１億９９１６万円病院事業会計

２２５億７７２０万円１３２５億９５６３万円合    計

市有財産の状況
　市では、集会施設・学校・市役所庁舎などの建
物や、これら施設の敷地となっている土地、取得
価格１００万円以上の物品、有価証券、債権などの財
産を所有しています。

現在高財産の種類
６８３万６３８４.１０㎡土地（公園、学校など）
９５万２３５７.１０㎡建物（学校、下水処理施設など）
１１４０.１６㎡物権（地役権、地上権）

５８件無体財産権（著作権、商標権など）
２６６０万円有価証券（株券）

２５億４１１８万円出資金

１６１３点物品（美術品、学校備品など）
※取得価格１００万円以上

１億４３３７万円債権（貸付金、和解金など）
１３３億９２５４万円基金積立金

２０１１年度の決算状況や財務諸表の詳しい内容は、冊子「町田市の財政」をご覧下
さい。冊子は、町田市ホームページや市政情報やまびこ、各市立図書館で１２月１４
日からご覧いただけます。また、市政情報やまびこでは４００円で販売します。

　市では、２０１２年４月から、日々の会計処理
で複式簿記を行う新公会計制度を導入しまし
た。導入にあたり、市の所有する資産及び負
債の情報を「開始貸借対照表」として整備し
ました。２０１１年度決算の貸借対照表にはこの
情報を反映しています。詳細は、冊子「町田
市の財政」をご覧下さい。

２０１２年度の上半期財政状２０１２年度の上半期財政状況況 ２０１２年度上半２０１２年度上半期期（２０１２年４月１日～９月３０日（２０１２年４月１日～９月３０日））の予算の執行状況や２０１２年９月３０日現在の予算の執行状況や２０１２年９月３０日現在のの
市債（長期借入金）の状況などをお知らせします市債（長期借入金）の状況などをお知らせします。。


